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学部開放授業のご紹介学部開放授業のご紹介

大学院 授業のご紹介大学院 授業のご紹介

令和６年度  後期  学部開放授業  南紀熊野の宇宙

令和６年度  後期  学部開放授業  SDGｓ ・紀南

6/28[土]、7/12[土]、7/26[土]

いずれも 13 :00ー 17:00 いずれも 13 :00ー 17:00

開催
日時

自然に関する専門的な知識がなく
授業を理解できるか、

はじめは不安であったが、
先生方は専門的知識がなくとも

理解できるように説明してくれた。

6/29[日]、7/6[日]、7/24[木]

6/29 [日]、7/6 [日]  13:00 - 17:00
7/24 [木]  17 :00 - 21 :00

農業の現状と課題について基礎的知識を身につけ
るとともに、食料需給や農産物貿易等の「農」
と「食」をめぐる社会経済問題を経済学的視点
から理解する。食料・農業・農村の過去・現在を
把握するとともに、最近の動向を知り、今後のあり
方について各自が検討できることを目標としてい
ます。

南紀熊野に関わりのある先人について学ぶことで、
履修者がこの地域の特性や歴史について深く知
り、「和歌山で学ぶこと」の意義を理解するもの
とします。

いかに組織が良い経営戦略を策定したとしても、
それが成功裏に進とは限らないことは広く知ら
れています。なぜ、ある組織の戦略は成功する
のでしょうか。あるいは、成功せずに終わるの
でしょうか。管理会計論は、突き詰めればこの
ことを情報作成・活用の観点から探求する「戦
略実行のための学問」です。

南紀熊野の先人たち

橋本 唯子（教養教育部門）講 師

農業経済学

5/10[土]、5/31 [土]、6/21 [土] 5/17 [土]、7/26 [土]、8/9 [土]
開催
日時

岸上 光克（経済学研究科）講 師

管理会計論

開催
日時

藤原 靖也（経済学研究科）講 師

開催
日時

熊野三山、農漁村、都市での熊野の祭り・祭礼
をその歴史的に講義で概観したうえで、近年の
過疎化や少子・高齢化といった地域での現代的
問題にも触れ、実際に田辺祭に参加し、実践的
な民俗学として、熊野における祭礼の実態を学
びます。

熊野祭礼学

吉村 旭輝（紀州経済史文化史研究所）講 師

6/21[土]、6/28[土]、7/5[土]、
7/12[土]、7/19[土]、7/26[土]

いずれも13:00ー 17:00

開催
日時

社会の仕組みを知る１つの手段は、私たちの日常の
活動記録から個人情報を取り除いたオープンデータ
の分析があります。記録の中に”偏り”を見い出し、
考察の手掛かりを得て知見を導きます。確率統計の
基礎知識をおさらいして、統計分析ツール（R）や
表計算ソフト（エクセル）の基本を習得、実際の
オープンデータを１つ選んで分析し、結果について、
グループで考察します。

統計による社会の分析

松田 憲幸（社会インフォマティクス学環）講 師

受講生の声

　和歌山大学南紀熊野サテライト

は、南紀エリアの地域や社会の課題

に向き合う学部開放授業と、より専

門性の高い大学院授業を開講してい

ます。学生を含めて様々な世代の方

と交流し、語らい、知識を深めてみ

ませんか？

皆さまの受講をお待ちしております。

昨年学部
開放授業の様子

 前期開講授業のご紹介2025年度（令和7年度）

サテライ
トからの

白浜以外の和歌山の
他の地域の産業が
よくわかり有意義でした。

（10代男性）

（70代 女性）

専門の先生方に現地で解説
していただくことで、生きた知識
として身につき、面白かった。

（20代 男性）

いずれも13:00ー 17:00




